
№699
月号2

平成25年2月14日発行平成25年2月14日発行

広報広報

「恵方巻き、「恵方巻き、
　　いただきま～す！」　　いただきま～す！」

（ケイテー保育園）（ケイテー保育園）

平成25年勝山市成人式 ………………………… 2ページ

勝山年の市 ………………………………………………… 4ページ

勝山市緊急メールサービス勝山市緊急メールサービス
　防災情報、気象警報、火災情報、クマ情報、安全安心情報、
勝山市に関する緊急情報を携帯メールで受け取れます。

登録は無料です。
勝山市公式ホームページからもお申し込
みできます。（緊急メールサービスから）
http://www.city.katsuyama.fukui.jp

お申し込みはこちらから（空メール送信）

発行/福井県勝山市　編集/総務部秘書・広報課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1　TEL0779－88－1114　FAX0779－88－0222
〈URLアドレス〉　　　 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

この広報紙は
再生紙を使用
しております

広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

学校祭での様子

　メンバーは、写真左から石塚航
こうき

生さん（ドラム）、

中村将
まさひろ

大さん（ベース）、横川淳
あつし

史さん（ギター）、

西脇大
ひろむ

夢さん（ボーカル）の４人（いずれも勝山

高校３年）。

　中学校時代にそれぞれバンド活動をしていた４

人が高校１年のときに同団を結成。市民活動セン

ターで練習を行い、市内で開催される各種イベン

トに参加。「勝山唄の市2010」では、テーマ“勝

山の部”で大賞を受賞。（写真のたては受賞時の

もの）

　チームリーダーである西脇さんは、「高校生
最後のイベントとなる卒業ライブには、子ども
から年配の方まで、ぜひ多くの方に来ていただ
きたい。」と話し、また「この卒業ライブがこ
れからも毎年行われていって、勝山が盛り上が
るようなイベントにしていってほしい。」と、
後輩たちにエールを送っていました。
　なお、卒業ライブは下記の日程で開催されま
すので、ぜひご覧ください。

勝山高校卒業ライブ「ルーザープラネット」
と　き▶３月16日（土）15：30 ～ 21：00
ところ▶市民会館　大ホール
※入場無料、10組のバンドが出演予定

高校生バンド「勝高音楽団」

㈱ 勝 山 工 機
㈲横山テクノ
㈲豊　　　林
松 山 設 備
㈲丸山工務店
㈲鷲田金物住設
勝 山 商 事 ㈱
小 場 設 備
㈱シマキ工業

㈱ 相 互 設 備
㈲ 勝 山 管 工
日通プロパン勝山販売所
吉 田 屋 本 店
㈲ 林 設 備
㈲山本鉄工所
大 和 興 業 ㈱
大北久保建設㈱
㈲川島鉄工所

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

㈱ 坪 内 建 設
フ ジ タ 住 設
大野衛生設備㈱
山 二 工 業 ㈱
松 井 設 備
松 山 建 設 ㈱
㈲イシダ工業

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

88-0143
87-2232
88-0612
87-2476
88-4733
88-0318
88-2111
89-1843
88-0111

87-1775
89-2231
88-0782
88-0758
87-0537
88-0572
88-2167
87-1580
88-0401

87-1520
87-0980
65-5600
65-5231
88-5031
89-2004
89-2267

私たちは
勝山市
下水道工事
店組合です

私たちは
勝山市
下水道工事
店組合です

下水道への接続、水まわりのリフォーム等は、私達におまかせください下水道への接続、水まわりのリフォーム等は、私達におまかせください

青春ING

広報かつやまに
広告を載せませんか？

お申し込みは秘書・広報課まで
ご連絡先はこちら↓

※４月号から
　増枠します



3 　　 広報かつやま2月号 №699

　

実
行
委
員
会
が
活
躍

　

式
典
終
了
後
、
新
成
人
の
有
志

で
組
織
さ
れ
た
成
人
式
実
行
委
員

会
が
、
教
育
委
員
会
と
合
同
で
企

画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
翌
檜
（
あ

す
な
ろ
）：
未
来
の
な
り
た
い
自

分
に
な
る
た
め
に
一
歩
踏
み
出
そ

う
」。
実
行
委
員
会
は
、
新
成
人

が
中
学
校
の
恩
師
に
教
え
ら
れ
た

言
葉
を
思
い
出
し
、
夢
に
向
か
っ

て
走
り
出
す
内
容
の
ビ
デ
オ
を
制

作
し
、
上
映
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
に
募
集
し
た
、
自

分
の
夢
を
書
い
た
ボ
ー
ド
を
持
っ

た
写
真
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
そ
の

後
、実
行
委
員
の
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
の
夢
や
勝
山
へ
の
想
い
を

「
夢
語
り
」
と
し
て
発
表
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
出
身
中
学
校
対

抗
の
校
歌
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
会
場
で
新
成
人
が
そ
れ
ぞ
れ

書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
パ
ネ
ル

ア
ー
ト
と
し
て
一
枚
の
大
き
な
垂

れ
幕
に
し
て
、
舞
台
上
で
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
「
新
成
人

の
つ
ど
い
」
で
は
、
中
学
校
の
恩

師
紹
介
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

山根千夏さん（20）
＝郡町２＝

山口和真さん（20）
＝鹿谷町矢戸口＝

　今は名古屋の専門学
校に通っています。今
春から福井市内で美容
師として働きますが、
社会人の生活に早く慣
れていきたいです。

　一生に一度のことなので、
何かおもしろいことをしたい
と思い、10人の実行委員と昨
年の８月ごろから準備をして
きました。ムービー撮影がと
ても楽しくできました。

新
成
人
に
聞
き
ま
し
た

　

成
人
式
実
行
委
員
会

　
　

委
員
長
に
聞
き
ま
し
た

実行委員会制作ビデオの上映

参加者に説明する実行委員

新成人のつどい

みんなの夢スライドショー

中学校校歌を熱唱！

懐かしい顔に感激

実行委員による「夢語り」

実行委員会あいさつ

市消費者センターの
啓発活動
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平成25年勝山市成人式
～未来のなりたい自分になるために

一歩踏み出そう～

　

２
６
５
名
の
門
出
を
祝
福

　

平
成
25
年
成
人
式
が
１
月
13
日

に
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
今
年
の
対
象
者
２
６
５
名
の

う
ち
２
１
９
名
が
出
席
し
、
新
成

人
の
門
出
を
祝
う
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
山
岸
市
長
を
は
じ

め
、
来
賓
の
方
々
が
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
、
新
成
人
を
代
表

し
て
前
野
祥
太
さ
ん
（
野
向
町
聖

丸
）
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
か
ら
募
集
し
た

「
新
成
人
の
声
」
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
廣
田
穂ほ
の

香か

さ
ん
（
滝
波

町
１
）
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

誓いの言葉を述べる
前野さん

新成人の声を発表する
廣田さん

ピアノ伴奏　山内美
みさと

郷さん（荒土町伊波）
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奇　祭

勝山左義長まつり
２月23日（土）
　・午後１時～ ふれ太鼓（一番太鼓）
 中後区やぐら
 左義長ばやし 他 催し物
　

２月24日（日）
　・午前10時～ 子どもばやしコンクール
 左義長ばやし 他 催し物
　・午後 ９時～ どんど焼き（弁天緑地）

　　　※両日、各区において作り物の展示、行燈が
　　　　飾られます 

問　勝山左義長まつり実行委員会事務局（観光政策課内）
　　☎88 ｰ 8107

フォトコンテスト開催！
第１回勝山左義長絵行燈用川柳の全国公募

入選作品21点が決定！

正月飾りの持ち込みは
23日（土）
午後１時以降に

　左義長まつり当日の写真
を撮って、コンテストにご
応募ください。
　なお、入賞作品について
は平成26年の勝山左義長ま
つり宣伝用ポスター等に使用します。
※ 応募方法等については、左義長まつり当日に
総合案内テント（勝山郵便局前）で応募用紙
を配布しますので、そちらをご覧ください（市
のホームページからもダウンロード可）

　左義長ＰＲのための新しい取り組みとして、昨年11
月から約２か月間、絵行燈用川柳を募集したところ、
全国各地から3,024句の応募があり、審査の結果、21
句の入選作品を決定しました。
　入選作品は絵行燈にして、まつりの２日間、ゆめおー
れ勝山前に展示しますので、ぜひご覧ください。

◆椎名　誠 賞
　（入選作品の中から１点、

かつやま左義長大使の椎名誠さんが選んだ作品）

「尖閣はおれの物だと島の山
や ぎ

羊」
米沢　百輝さん（80）＝山梨県甲府市＝

　どんど焼き会場（弁天緑地）
への持ち込みは、23日（土）の
午後１時以降にお願いします。
　なお、正月飾り以外の持ち込
みはご遠慮ください。

※写真は昨年の絵行燈の一部

勝　山

年の市
写真①にぎわう本町通り ②まな板販
売 ③わら細工 ④ござぼうし実演 ⑤鯖
の熟れ鮨し販売 ⑥ぽん菓子爆発！ ⑦
勝ち山おろしそば手形販売 ⑧報恩講
料理のふるまい ⑨勝山北部中作成の
ステッカー販売 ⑩ゆめおーれブース
で地ばた機実演 ⑪きね・うす販売 ⑫
木製風車は今年も人気 ⑬生わさび販
売 ⑭テレビの取材（わら細工実演）
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①

⑦

⑩

⑬

⑭

⑨

⑪ ⑫

⑧

⑥

⑤

④ ③

②
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ズズ
ーー
ムム
イイ
ンン

わ
が
ま
ち
の
企
業

わ
が
ま
ち
の
企
業

桜
藤
サ
イ
ジ
ン
グ
㈱

　

桜お
う
と
う藤
サ
イ
ジ
ン
グ
㈱
は
、
昨
年
の
２
月
か
ら
市
内

の
空
き
工
場
を
利
用
し
、
サ
イ
ジ
ン
グ
専
門
工
場
と

し
て
操
業
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ジ
ン
グ
と
は
？

　
「
繊
維
の
ま
ち
」
勝
山
の
皆
さ

ん
は
、
布
が
緯た
て
い
と糸
と
経よ
こ
い
と糸
で
で
き

て
い
る
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
。

　

サ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、「
そ
の
経

糸
に
糊
剤
を
つ
け
て
乾
燥
し
て

ビ
ー
ム
に
捲
き
取
る
」
作
業
工
程

の
こ
と
で
す
。

経
糸
に
な
ぜ
糊
を
つ
け
る
の
？

　

機
屋
さ
ん
で
は
、
サ
イ
ジ
ン
グ

処
理
を
施
し
て
織
機
に
仕
掛
け
る

経
糸
ビ
ー
ム
が
必
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
経
糸
に
サ
イ
ジ
ン
グ
を
す

る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
工
程
な

の
で
す
。

※ 

サ
イ
ジ
ン
グ
工
程
に
は
、
整
経

機
や
糊
付
け
機
、
巻
き
返
し
機

な
ど
の
設
備
が
必
要
な
た
め
、

大
企
業
を
除
く
機
屋
さ
ん
は
、

一
般
的
に
サ
イ
ジ
ン
グ
工
程
を

専
門
の
会
社
に
外
注
し
ま
す

な
ぜ
、
勝
山
に
進
出
？

　

鹿
谷
地
区
は
、
山
と
山
に
囲
ま

れ
た
の
ん
び
り
し
た
地
域
で
あ

り
、
仕
事
を
す
る
上
で
最
高
の
環

境
で
す
。
こ
の
環
境
を
守
り
、
地

域
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

た
ら
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
と

の
交
流
を
で
き
る
だ
け
図
り
、
仲

良
く
や
っ
て
い
く
こ
と
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。 （
田
中
社
長
よ
り
）

　

市
の
企
業
誘
致
担
当
者
は
、
市

内
の
空
き
工
場
等
の
情
報
収
集
・

提
供
も
含
め
、
県
内
外
の
企
業
へ

誘
致
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
、
福
井
市
内
に
あ
る

企
業
の
社
長
か
ら
、
桜
藤
サ
イ
ジ

ン
グ
㈱
が
空
き
工
場
を
探
し
て
い

る
と
ご
紹
介
を
受
け
、
同
社
と
面

談
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
中
社
長
は
、
勝
山
の
景
観
の

良
さ
に
感
動
さ
れ
、
空
き
工
場
等

活
用
助
成
金
制
度
も
決
め
手
と
な

り
、
進
出
を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

勝
山
市
は
、
市
民
と
共
に
自
然

や
歴
史
、
伝
統
文
化
を
未
来
に
継

承
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
こ
の
政
策
に
理
解
の
あ
る
企

業
の
進
出
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

問
商
工
振
興
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
５

創　　業：昭和35年
所 在 地：鹿谷町本郷5－28
　　　　　（本社は福井市）
従業員数：44名（勝山工場10名）
売 上 高：３億５千万円

田中一弘社長（前列中央）とともに、仕事に励む桜藤サイジング勝山工場の
皆さん＝勝山工場内にて

プロに徹する

鹿谷の恵まれた風景に包まれる
勝山工場の外観

サイジング生産は、規格書に基づき忠実に
作業することが条件です（写真はその工程
の一部） 糊付糸を捲き上げ、発注先に出荷します

整経作業の様子
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インタビューインタビュー

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

〜
産
婦
人
科
を
取
り
巻
く
状
況
〜

〜
産
婦
人
科
を
取
り
巻
く
状
況
〜

　

昨
年
６
月
に
福
井
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
の
教
授
に
就
任
さ
れ
た
吉
田
好
雄
氏
に
、

県
内
の
産
婦
人
科
の
状
況
や
勝
山
市
の
産
婦
人
科
の
今
後
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

※
周
産
期
と
は
、
出
産
を
中
心
と
し
て
妊
娠
後
期
か
ら
新
生
児
早
期
ま
で
の
時
期
を
言
い
ま
す

福井大学医学部
産科婦人科

吉田　好雄 教授

■
周
産
期
医
療
に
つ
い
て

　

周
産
期
医
療
を
行
う
た
め
に
は
、
小
児
科

と
産
婦
人
科
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
周
産

期
の
母
子
が
重
症
に
な
る
と
、産
婦
人
科
医
・

小
児
科
医
の
ほ
か
に
、
内
科
医
や
麻
酔
科
医

等
の
協
力
が
な
い
と
母
子
を
救
う
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
万
全
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
昨
年
８

月
か
ら
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
母
子
の
命
を
守
る
た
め

病
院
内
で
連
携
し
て
重
症
な
患
者
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
福
井
県
の
現
状
に
つ
い
て

　

県
の
人
口
は
、
10
〜
15
年
後
に
は
60
万
人

に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
周
産
期
医
療
の
在

り
方
も
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
県

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
方
向
性
が
大
き
く
変
わ
り
、
奥
越
の

周
産
期
医
療
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。
奥
越
で
出
産
分
娩
が
で
き
る
体
制
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
勝
山
市
と
大
野
市
が
連
携

し
て
、
福
井
社
会
保
険
病
院
（
以
下
、
社
保

病
院
）
を
奥
越
の
周
産
期
医
療
を
担
う
病
院

と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

■
産
婦
人
科
医
を
派
遣
し
て

　

福
井
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
自
体
も
医

師
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
社
保
病
院
に
週

３
回
医
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
特
に
女
医

は
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
後
の
体
制
に
つ
い
て
は
未
定
で
す

が
、
常
勤
医
を
派
遣
す
る
た
め
に
も
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
社
保
病
院
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
医
師
が
派
遣

し
や
す
く
な
り
、
派
遣
さ
れ
た
医
師
も
そ
れ

を
生
き
が
い
と
し
て
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

産
科
と
婦
人
科
疾
患
で
の
社
保
病
院
の
利

用
が
多
く
な
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
婦
人

科
の
簡
単
な
手
術
は
社
保
病
院
で
で
き
る
体

制
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常

勤
医
を
派
遣
す
る
た
め
に
は
、
産
婦
人
科
医

の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
県
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
こ
と

は
、
人
口
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
る
と
思
う

の
で
、
当
科
と
し
て
も
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第４回

勝山に勝山に恐竜グッズ恐竜グッズをを
広めよう！広めよう！

～恐竜イラストを提供します～
　県の補助事業「観光まちなみ魅力アップ事
業（観光魅力づくり活動支援）」を活用して、
京都精華大学マンガ学部の学生に恐竜イラス
トの作画を依頼して、246点のイラストを作
成しました。
　このイラストを用いた恐竜グッズを開発
し、販売する事業者に対して、ご希望のイラ
ストを提供します。希望される事業者は、下
記の説明会にご参加ください。

【恐竜イラスト提供説明会】
と　き▶２月26日（火）　午後７時～
ところ▶商工会議所　２階会議室
※勝山市内に本店がある事業者が対象です

問　観光政策課（市役所２階）☎88 ｰ 8107
※恐竜イラストの一例
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も
し
も
の
と
き
に
備
え
る

も
し
も
の
と
き
に
備
え
る

〜
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
〜

〜
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
〜

　

平
成
25
年
度
交
通
災
害
共
済
の

加
入
申
し
込
み
を
、
３
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が

万
一
交
通
事
故
に
あ
っ
た
際
に
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

１
人
５
０
０
円
（
年
額
）
の
掛
金

で
、
最
高
１
０
０
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
を
今
月

下
旬
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
各
区
長
を
通
じ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
役
所
や

福
井
銀
行
で
も
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

支 

給
対
象
▼
交
通
機
関（
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
等
）
の
運
行

に
伴
う
接
触
、
衝
突
等
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
傷

加
入
資
格
▼
市
内
在
住
の
方

共
済
掛
金
▼
年
額
５
０
０
円

有
効
期
間
▼
４
月
１
日
〜

平
成
26
年
３
月
31
日

受
付
開
始
日
▼
３
月
１
日
（
金
）

※ 

４
月
１
日
以
降
の
加
入
の
場

合
、
有
効
期
間
は
受
付
日
の
翌

日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す

見 

舞
金
請
求
期
間
▼
事
故
発
生
日

か
ら
２
年
以
内

見舞金支給実績（平成23年度）
加入者数14,628人（加入率56.2％）

等　級 見舞金額 件数 支給金額

１等級 100万円 3件 300万円

２－１等級 100万円 ― ―

２－２等級 80万円 ― ―

３等級 30万円 ― ―

４等級 15万円 2件 30万円

５等級 8万円 3件 24万円

６等級 7万円 15件 105万円

７等級 5万円 16件 80万円

８等級 2万円 20件 40万円

合　　　計 59件 579万円

※ 詳しくは、２月28日（木）に全戸配布す
るパンフレットをご覧ください

問　環境政策課　☎88 ｰ 8104

　

勝
山
都
市
計
画
下
水
道
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

計 

画
案
▼
排
水
区
域
の
変
更
、
下

水
管
渠
の
変
更
、
そ
の
他
の
施

設
（
雨
水
調
整
池
）

縦
覧
期
間
▼
２
月
14
日
（
木
）
〜

28
日
（
木
）

縦
覧
場
所
▼
都
市
政
策
課

（
市
民
会
館
２
階
）

問　

都
市
政
策
課☎

88
‐
８
１
０
８

　

県
が
実
施
す
る
九
頭
竜
川
河
川

内
で
の
雑
木
伐
採
工
事
で
出
る
伐

採
木
を
、ま
き
材
（
直
径
10
㎝
〜
、

長
さ
50
㎝
の
玉
切
り
）
と
し
て
配

布
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配 

布
量
▼
１
家
族
に
つ
き
軽
ト

ラ
ッ
ク
平
積
み
１
杯
ま
で

申
込
期
間
▼
２
月
22
日
（
金
）
〜

28
日
（
木
）（
先
着
順
）

※ 

配
布
日
時
・
配
布
場
所
に
つ
い

て
は
、
申
込
者
に
後
日
連
絡
さ

れ
ま
す

問　

奥
越
土
木
事
務
所

　
　
　
　
　

地
域
整
備
課

☎
66
‐
８
１
３
５

　

市
史
編
纂
室
で
は
、
勝
山
の
歴

史
を
整
理
す
る
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ご
自
宅
な
ど
に
昔
の
勝
山
に
関

す
る
写
真
や
史
資
料
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問　

市
史
編
纂
室

　
　
　
（
教
育
会
館
３
階
）

☎
88
‐
８
１
１
３

都
市
計
画
案
の
縦
覧

九
頭
竜
川
の
伐
採
木
の

無
料
配
布

昔
の
勝
山
の
写
真
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　１月16日（水）、市役所において、市
内で一部撮影が行われた映画「恐竜を
掘ろう」を全国へＰＲしていただくた
めの補助金200万円を、同映画のエグゼ
クティブプロデューサー井内 徳次さん
に贈呈しました。
　なお、同映画は２月23日（土）から
県内の映画館で先行上映されます。

山岸市長から目録を受け取る
井内プロデューサー（写真右）

映画「恐竜を掘ろう」に映画「恐竜を掘ろう」に
200万円を贈呈200万円を贈呈
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次
の
計
画
案
に
関
す
る
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

① 

第
２
次
勝
山
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
（
案
）

② 

勝
山
市
青
少
年
健
全
育
成
計
画

（
案
）

閲 

覧
場
所
▼
未
来
創
造
課
（
市
役

所
２
階
）、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課
（
教
育
会
館
２
階
）、
す

こ
や
か
、
市
立
図
書
館
、
各
公

民
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提 

出
方
法
▼
応
募
様
式
に
必
要
事

項
お
よ
び
ご
意
見
を
記
入
し
、

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※ 

ご
意
見
の
提
出
先
は
閲
覧
場
所

で
ご
確
認
く
だ
さ
い

募
集
締
切
▼
３
月
５
日（
火
）正
午

そ 

の
他
▼
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
類
型
化
し
て
一
覧
表
に
ま

と
め
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
ま
す
（
個
別
宛
て
に
は

回
答
し
ま
せ
ん
）

問　

①
未
来
創
造
課

☎
88
‐
１
１
１
５

　
　

②
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
88
‐
８
１
１
４

　

下
記
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
募
集
要
項
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要　

件
▼

•
64
歳
以
下
の
方

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

• 

勝
山
市
在
住
ま
た
は
居
住
予
定

の
方

• 

普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
方

• 

介
護
支
援
専
門
員
、
ま
た
は
保

健
師
、
看
護
師
の
資
格
を
有
す

る
方
で
今
後
介
護
支
援
専
門
員

資
格
試
験
を
受
験
し
て
い
た
だ

け
る
方
（
②
の
み
）

雇
用
予
定
日
▼
４
月
２
日
（
火
）

①
適
応
指
導
教
室
指
導
員（
１
人
）

業 

務
内
容
▼
青
少
年
健
全
育
成
、

適
応
指
導
教
室
、
相
談
な
ど
に

関
す
る
こ
と

勤
務
先
▼
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

勤 

務
日
▼
月
〜
金
曜
日
（
週
30
時

間
で
１
日
７
時
間
30
分
）

賃　

金
▼
13
万
６
１
０
０
円

申
込
締
切
▼
２
月
27
日
（
水
）

申 
・
問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会

館
２
階
）　

☎
88
‐
８
１
１
１

②
介
護
支
援
専
門
員
（
１
人
）

業 

務
内
容
▼
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
高
齢
者
相
談

等
の
業
務

勤
務
先
▼
す
こ
や
か

勤
務
日
▼
月
〜
金
曜
日

（
１
日
７
時
間
15
分
）

賃　

金
▼
15
万
７
１
０
０
円

（
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
）

　
　
　
　

15
万
１
２
０
０
円

（
看
護
師
）

申
込
締
切
▼
２
月
28
日
（
木
）

申 
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や

か
内
） 

☎
87
‐
０
９
０
０

勝
山
市
嘱
託
職
員
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
（
意
見
公
募
）

新
た
に
２
店
が
認
定

〜
か
つ
や
ま
〝
地
の
も
ん
〞
推
進
店
〜

かつやま”地のもん”推進店とは
　おおむね年間を通して市内で生産・
収穫・漁獲・養殖されたものを販売、
または料理として提供している店。
店頭のオリジナル看板などが目印。
　市内に39店舗あり、市のホームペー
ジに店舗一覧表を掲載しています。
問　農業政策課（市役所1階）
　　☎88 ｰ 8106

平成24年度新規認定店
　 千代鶴　本店（本町２）
　 　　　　サンプラザ店（元町１）
　地元の契約農家から仕入れた野菜を使っ
た惣菜や弁当を提供しています。
　勝山市の伝承料理をご賞味ください。
提供物▶筍、山菜、きのこ、里芋、
　　　　赤ずいき、野菜　他
TEL　87 ｰ 2250

　 魚玉木　本店（芳野町１）
　 　　　　チャマゴン茶屋（村岡町寺尾）
　地元の農林水産物を使った逸品料理や弁
当、地元の野菜を使った「恐竜バーガー」
を提供しています。
提供物▶筍、山菜、あまご、鮎、里芋、
　　　　野菜　他
TEL　88 ｰ 0235

新

新
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勝
山
年
の
市
に
出
店

　

１
月
27
日
（
日
）
の
勝
山
年
の
市

に
、
エ
コ
協
か
ら
は
「
縄
文
の
里
料

理
研
究
会
」「
の
む
き
風
の
郷
」「
ス

イ
ー
ツ
食く
ら
ぶ愛
か
つ
や
ま
」「
荒
土
町

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
」「
勝
山

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
」「
勝
山
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」が
昨
年
に
続
き
、ま
た「
勝

山
Ｂ
級
グ
ル
メ
開
発
会
」「
勝
山
北
部
中

学
校
生
徒
会
」
が
初
め
て
出
店
し
ま
し
た
。

●
新
し
い
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
・
販
売

　
「
勝
山
Ｂ
級
グ
ル
メ
開
発
会
」
は
、
通

称
「
Ｂ
Ｂ
，Ｓ
（
ビ
ー
ビ
ー
ズ
）」
と
呼
ば

れ
て
い
て
、
勝
山
の
新
し
い
ご
当
地
グ
ル

メ
開
発
を
目
的
に
、
11
人
の
20
代
の
若
者

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
「
か
っ
ち
ゃ
ま
き
」「
水
菜
の

お
に
ぎ
り
」
の
試
食
会
を
行
い
、
大
好
評

で
し
た
。
今
年
は
「
か
っ
ち
ゃ
ま
き
」
の

販
売
を
目
標
に
活
動
を
行
い
、
昨
年
の
夏

に
続
き
２
回
目
の
出
店
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
か
っ
ち
ゃ
ま
き
」
は
、
ご
飯
、
里
芋
、

た
け
の
こ
、
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
ひ
き

肉
な
ど
の
具
を
、
春
巻
き
の
皮
で
ス

テ
ィ
ッ
ク
状
に

包
ん
で
油
で
揚

げ
た
も
の
で

す
。
具
は
前
日

に
仕
込
み
、
当

日
の
朝
に
皮
で

包
ん
で
、
注
文

を
受
け
て
か
ら
揚
げ
て
い
ま
す
。

　

勝
山
年
の
市
で
は
、
用
意
し
た
２
０
０

本
が
完
売
と
な
り
、
買
わ
れ
た
お
客
さ
ん

か
ら
は
「
美
味
し
か
っ
た
よ
」
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

●
同
開
発
会
メ
ン
バ
ー
の
話

　

前
回
は
揚
げ
置
き
の
も
の
を
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
い
た

だ
く
た
め
に
揚
げ
た
て
を
出
す
よ
う
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
揚
げ
る
の
に
時
間
が

か
か
り
、
お
客
さ
ん
を
待
た
せ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
う
少

し
早
く
出
せ
る
よ
う
な
工
夫
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
具
に
何
が
入
っ
て
い

る
の
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
た
の
で
、
そ
れ

が
分
か
る
よ
う

な
ポ
ス
タ
ー
を

作
ろ
う
と
話
し

合
い
ま
し
た
。

（
山
本
寛
子
さ

ん
よ
り
）

●
着
実
に
形
へ

　
「
勝
山
Ｂ
級
グ
ル
メ
開
発
会
」
は
、
改

良
↓
試
作
↓
販
売
↓
反
省
・
改
善
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
着
実
に
形
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
ど
こ
か
で
「
か
っ
ち
ゃ
ま
き
」
を

見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！

文
章　

エ
コ
協
広
報
委
員　

小
玉
理
恵

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）
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第
16
回　

冬
の
お
楽
し
み

　

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
る

と
、
日
本
で
豪
雪
地
帯
と
さ
れ
る
地
域

の
面
積
は
、
な
ん
と
日
本
の
国
土
の
約

半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
に
住
む
人
口
は
、
日
本
の
わ
ず
か

16
％
ほ
ど
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

人
の
８
割
に
と
っ
て
は
、
雪
は
珍
し
い

も
の
な
の
で
す
。

　

で
は
、
雪
は
勝
山
市
民
に
と
っ
て
ど

ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
勝
山
に
住
ん

で
い
る
人
（
特
に
大
人
）
の
大
半
は
、

口
を
そ
ろ
え
て
「
雪
さ
え
な
け
れ
ば
」

と
言
い
ま
す
。
確
か
に
、
雪
は
交
通
の

障
害
に
な
る
う
え
、
雪
下
ろ
し
や
雪
か

き
は
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
重
労
働
で

す
。
事
故
も
起
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面

ば
か
り
を
感
じ
て
勝
山
に
暮
ら
す
、
と

い
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
？
私
に
と
っ
て
は
、
ス
キ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
、

な
ん
と
言
っ
て
も
雪
や
氷
の
美
し
さ
は

大
変
な
魅
力
で
す
。
普
段
は
人
工
物
に

お
お
わ
れ
て
味
気
な
い
風
景
も
、
雪
に

覆
わ
れ
れ
ば
と
て
も
美
し
く
見
え
ま
す
。

　

一
面
純
白
の
世
界
に
い
る
だ
け
で
、

気
持
ち
も
清
浄
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

葉
が
落
ち
て
、
地
面
が
雪
で
覆
わ
れ
る

今
は
、
野
鳥
の
観
察
や
、
哺
乳
類
の
足

跡
の
観
察
に
も
最
適
で
す
。
さ
ら
に
、

新
潟
県
の
上
越
市
で
は
、
こ
の
雪
を

使
っ
て
食
料
の
保
存
や
夏
場
の
冷
房
を

行
う
他
、
雪
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
も
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
雪
を
プ
ラ
ス
と
考

え
て
勝
山
生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
例
え
ば
、
雪
か
き
は
冬
場
の
体
力

作
り
と
考
え
る
の
で
す
。
荒
土
小
学
校

の
子
ど
も
が
、「
雪
が
降
る
と
親
は
し

ぶ
い
顔
を
す
る
が
、
子
ど
も
は
喜
ぶ
」

と
い
う
文
章
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
子
ど
も
の
頃
に
は
雪
が
好
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？
そ
の
気

持
ち
を
思
い
出
し
、「
雪
が
あ
る
か
ら

こ
そ
勝
山
は
良
い
」
と
自
慢
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

雪の魅力　マイナスからプラスへ　思考の転換雪の魅力　マイナスからプラスへ　思考の転換

九頭竜川の霧氷

勝山年の市の様子

かっちゃまき

広報かつやま2月号 №699 　　 10

　健康で快適な生活を送るために、健診の機会
を活用して健康管理を行いましょう。
 
対　　象
勝山市国民健康保険に加入する30歳～74歳の方
申込方法
本誌の折り込みチラシ（申込書）に必要事項
をご記入のうえ、下記までご提出ください
提 出 先　市民課、健康長寿課、各公民館
注意事項
• 人間ドックにはがん検診が含まれています
ので、人間ドックとがん検診は、どちらか
一方しか受診できません。
• 脳ドック・歯科ドックとの併用は可能です。

問　人間ドックについて
　　　市民課（市役所１階）　　　☎88 ｰ 8102
　　がん検診について
　　　健康長寿課（すこやか内）　☎87 ｰ 0888

人間ドック各種コース
コース 自己負担額

１日
人間ドック 

一般 12,500円
乳がん検査
対象者

40歳以上　14,200円
50歳以上　13,600円

追加検査
（上記金額
に追加）

脳ドック検査 プラス8,700円

PET-CT検査
（別日です）

医大コース プラス40,900円
済生会コース プラス43,000円

脳ドック（単独） 13,500円
歯科ドック 4,800円

申込締切：３月15日（金）

70歳～74歳の被保険者の方へ
　現在、現役並み所得者以外の方の高齢受給
者証には「２割（平成25年３月31日までは１
割）」と記載されていますが、４月１日以降
も引き続き１割負担となります。
　新しい高齢受給者証は３月下旬に郵送し
ますので、古い高齢受給者証は市役所、すこ
やか、または各公民館までお返しください。

　平成25年度の国民年金保険料は、月額15,040
円です。保険料はまとめて前払い（前納）する
と割り引きされます。口座振替での前納は、現
金での前納に比べて割引額が多くなりますので、
ぜひご利用ください。
申込締切
　①市役所へ提出する場合
　　　　……………… ２月26日（火）
　②年金事務所または金融機関へ提出する場合
　　　　……………… ２月28日（木）

（６か月前納下期分の申込締切は８月末日）

申込方法
　口座振替納付申出書に必要事項を記入、
押印（金融機関の届出印）し、市民課または年
金事務所、金融機関に提出してください。
前納の種類と口座振替日
　◇６か月前納
　　上期（４月～９月）分 ……… ４月末日
　　下期（10月～３月）分 ……… 10月末日
　◇１年前納 ……………………… ４月末日

問　市民課（市役所1階）☎88－8102
　　福井年金事務所国民年金課
　　　　　　　　☎0776－23－4516

平成25年度国民年金保険料　納付額表
１年分 ６か月分 １か月分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
定　　　　額 180,480円 ― 90,240円 ― 15,040円 ―
口座振替前納 176,700円 3,780円 89,210円 1,030円 ― ―
現 金 前 納 177,280円 3,200円 89,510円 730円 ― ―
早　　　　割 179,880円 600円 89,940円 300円 14,990円 50円

平成25年度　平成25年度　人間ドック・がん検診の受付が始まります！人間ドック・がん検診の受付が始まります！国
保

年
金

国民年金保険料の口座振替前納の申込締切は２月末日です国民年金保険料の口座振替前納の申込締切は２月末日です

hisho
環境10%
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国際交流サロン　中国春節パーティ
■２月２日　すこやか

　中国の春節（お正月）に合わせ、市内在住の中国
の方と一緒に餃子やお菓子を作って、春節の雰囲気
を味わう春節パーティが開かれました。

「かつやまをきれいにする運動」協議会
■２月７日　すこやか

　「かつやまをきれいにする運動」宣言団体等協議会
が開催され、各団体の活動概要の報告のあと、成器
西小学校５年生児童による環境学習からの意見発表
などが行われました。

福井国体に向けて選手強化
■１月26日・27日　市営体育館

　バドミントン男子の日本１部リーグ覇者で、日本
代表選手が名を連ねるトナミ運輸の指導者および選
手10人を招き、市内小中学生の国体強化指定選手を
対象とした講習会が行われました。

男女で力を合わせて料理を！
■２月３日　すこやか

　男女が協力して料理作りを楽しむ教室が開催され、
天谷調理製菓専門学校の三上正人さんの指導で恵方
巻きと和風節分スープを作りました。

お面作り体験と豆まき
■２月１日　まほろば

　

白
山
平
泉
寺
歴
史
探
遊
館
ま
ほ
ろ
ば
で
、
平
泉
寺

保
育
園
の
園
児
10
人
が
、
鬼
の
お
面
に
色
を
塗
る
な

ど
、
お
面
作
り
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鬼
に

扮
し
た
職
員
が
登
場
し
、
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男女共同参画基本計画諮問
■２月５日　教育会館

　勝山市男女共同参画審議会に対し、第２次勝山市
男女共同参画基本計画案の諮問を行いました。その
後は３月中旬に答申を受け、正式に策定されます。

広報かつやま2月号 №699 　　 12

文化財を火事から守れ！
■１月25日　まほろば

　昨年10月にオープンした白山平泉寺歴史探遊館ま
ほろばで、文化財防ぎょ訓練を行いました。

勝山の４人 全国大会で大活躍！
市役所で報告会
■１月25日　市役所

　バドミントン、卓球、かるたの全国大会で活躍し
た４人が市役所を訪れ、山岸市長に結果報告をしま
した。
　木田悠斗さん（荒土小４年）中村舜さん（成器南
小４年）は、全国小学生バドミントン選手権大会の４
年ダブルス準優勝。「次は優勝したい」と話しました。
　永下尚也さん（21）＝栄町3丁目＝は、国際クラス
別肢体不自由者卓球選手権大会でダブルス優勝、個
人の部準優勝し、次期パラリンピックへの出場が期
待されます。
　鈴木大

だいすけ
将さん（23）＝芳野2丁目＝は、高松宮記念

杯近江神宮大会のA級（4段以上）で優勝。「福井県
初の名人になることが目標」と話しました。

豪快な放水！出初式
■１月６日　越前大仏

　越前大仏前の駐車場で、市内各消防団員による一
斉放水が行われました。この後、市内を消防車両が
パレードしました。

小正月にまゆ玉飾り
■１月11日　ゆめおーれ勝山

　

小
正
月
の
風
習
で
あ
る
ま
ゆ
玉
の
飾
り
付
け

を
、
し
ろ
き
保
育
園
の
５
歳
児
31
人
が
行
い
ま
し

た
。
完
成
し
た
ま
ゆ
玉
飾
り
は
、
勝
山
左
義
長
ま

つ
り
ま
で
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
館
内
で
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

勝山市青少年健全育成計画案を策定
■１月21日　市役所

　勝山市青少年健全育成計画「かつやまっ子応援プ
ラン」の案がまとまり、策定委員会の松村 繁会長が
山岸市長に計画案を提出しました。

写真左から鈴木大将さん、木田悠斗さん、中村舜さん、
永下尚也さん
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勝
山
三
町
芸　

そ
の
１

（147）

　

勝
山
左
義
長
は
四
百
年
以
上
も
の
歴
史

が
あ
り
、
元
禄
時
代
に
小
笠
原
家
が
高
須

か
ら
勝
山
へ
入
封
以
来
、郡
町
（
上
本
町
）、

本
町
（
上
下
袋
田
）、
寺
町
（
後
町
）
の

三
町
が
本
格
的
に
城
下
町
と
し
て
整
備
・

発
展
す
る
と
と
も
に
、
左
義
長
（
ど
ん
ど
）

も
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

勝
山
左
義
長
は
、
神
明
神
社
や
毘
沙
門
、

光
明
院
、
明
宝
院
等
の
境
内
を
勝
山
左
義

長
は
や
し
所
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、

火
災
防
止
の
た
め
に
こ
の
は
や
し
所
は
下

町
に
降
ろ
さ
れ
、
御
神
体
（
松
飾
り
）
は

三
町
に
建
て
ら
れ
、
左
義
長
二
日
目
の
夜

に
河
原
近
く
の
空
き
地
に
移
さ
れ
、
ど
ん

ど
焼
き
と
し
て
は
や
さ
れ
た
。

　

や
が
て
、
左
義
長
見
物
の
中
で
行
わ
れ

た
勝
山
三
町
芸
は
、
元
禄
時
代
後
期
に

な
っ
て
庶
民
の
芸
能
文
化
と
し
て
代
々
継

承
さ
れ
て
き
た
。
三
町
の
芸
達
者
な
若
者

達
が
、
左
義
長
の
日
に
太
鼓
櫓
（
太
鼓
張

り
の
舞
台
）
を
各
町
内
の
大
庄
屋
宅
前
に

組
み
、
そ
の
上
で
披
露
し
た
素
人
歌
舞
伎

や
手
踊
り
芸
を
三
町
芸
と
呼
ん
だ
の
で
あ

る
。

　

藩
主
は
大
庄
屋
の
二
階
座
敷
か
ら
ご
覧

に
な
り
、
庶
民
は
路
上
か
ら
の
見
物
を
許

さ
れ
た
。
こ
れ
が
三
町
芸
の
始
ま
り
で
あ

る
。

　

左
義
長
は
年
に
一
度
、
武
家
と
町
人
が

無
礼
講
と
し
て
交
流
し
た
場
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
辻
行
燈
に
し
て
も
然
り
で
あ
る
。

　

三
国
祭
や
敦
賀
ま
つ
り
の
山
車
に
飾
ら

れ
る
武
者
人
形
や
曳
山
の
上
で
演
ぜ
ら
れ

る
子
供
歌
舞
伎
も
、
江
戸
文
化
の
流
れ
で

あ
ろ
う
。

文
化
財
保
護
委
員　

丸
屋
仁
志

寿曽我兄弟対面の段（上袋田区、大正11年）

「学歴・競争
・人生」

１０代のいま知っておくべきこと

「新島八重」
会津と京都に
咲いた大輪の花

「北陸線の
全駅乗歩記」

～出会い・発見の旅～

吉川　徹／共著
日本図書センター

国松　俊英／著
岩崎書店

澤井　泰／著
文芸社

　これだけ教育が広く普及してしまった社会で暮
らしていく以上、学歴と競争の問題は、どうし
ても人生につきまとう。不透明な将来を生きる
若い世代へ、学校では絶対に教えてくれない、
学歴と競争という人生のルールを紹介する。

　幕末に会津で生まれ、戊辰戦争の
時には髪を切って戦に参加し、自らス
ペンサー銃をもって戦った新島八重。
夫となった新島襄から「ハンサムウー
マン」とよばれた八重の一生を描く。

　中部地方の日本海沿岸を南北に縦貫す
る鉄道路線・北陸本線。その全７８駅およ
び関連路線の駅に降り、駅舎と周辺を探
訪。駅と線路のある町と地方の歴史、地理、
文化、自然を調べつくした記録をまとめる。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成25年１月末 前年比

総件数 60件 ＋2件

　人身事故
（うち高齢者）

4件
（1）

±0件
（－1）

　　死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

±0人
（±0）

　　傷　者 4人 ±0人

　物損事故 56件 ＋2件

２月の納税

12月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 １月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,254人 3 20 －17 10 12 －2 12,235人 －19人
女 13,411人 8 10 －2 24 26 －2 13,407人 －4人
合　計 25,665人 11 30 －19 34 38 －4 25,642人 －23人
世帯数 8,137世帯 8,137世帯 0世帯

人口の動き

固定資産税▶第４期
納期限▶２月28日（木）　　口座振替▶２月26日（火）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上
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リサイクルできない雑紙

リサイクルできる雑紙

パンフレット

汚れや匂いの
ついた紙

防水加工された紙

感熱紙
（レシートなど）

カーボン紙
（宅配便の伝票など）

ビニール・アルミを
貼り合わせた紙

お菓子の空き箱

包装紙

ハガキ・封筒

ティッシュ箱

紙袋

※窓付き封筒のビニール
　部分は取り除く

～STOP!　ごみ箱に捨てないで～

雑紙はリサイクルに雑紙はリサイクルに

　お菓子の空き箱や包装紙、封筒
などはリサイクル可能な「雑紙」
です。燃やせるごみとして捨てず
に、資源としてリサイクルにご協
力ください。

雑誌・本などと一緒に
ひもで十字に縛り、

資源物収集日や集団回収のときに
出してください

“燃やせるごみ”として
出してください

※ 名刺やハガキなどの小さい紙は、雑誌などに
挟んでからひもで縛るか、紙袋や封筒にまと
めてください

ざつがみざつがみ

問　環境政策課（市役所２階）
　　☎88-8104


